
【インタビュー】
　「戦国の山城を生かしたまちづくり」
 〔聞き手〕小林義孝（NPO法人摂河泉地域文化研究所）
【総　論】
　「天上の飯盛山城－視界270°の世界－」
 小林義孝（NPO法人摂河泉地域文化研究所）
　「城郭史の舞台 おおさか －千早城・高屋城・飯盛山城・大坂城－」
 中西裕樹（高槻市立しろあと歴史館）
【中世史の立場から】
　「戦国おおさかと山城」 仁木　宏（大阪市立大学）
　「中世城郭と文芸」 小谷利明（八尾市歴史民俗資料館）
【飯盛山城】
　「飯盛山城の構造と歴史的位置」 中井　均（滋賀県立大学）
　「飯盛山城をめぐる周辺の城跡」
 実盛良彦（四條畷市教育委員会）
　「戦国三好氏の山城－芥川山城と飯盛山城―」
 天野忠幸氏（関西大学）
　「飯盛山城と河内キリシタン」
 村上　始（四條畷市教育委員会）
　「探訪 飯盛山城跡～つわものどもが夢の跡～」
 黒田　淳（大東市教育委員会）
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特集「飯盛山城と戦国おおさか」予約受付中

　本誌『大阪春秋』第46号では「大阪の城と城跡」を特集しました。それから四半世紀、中世の「山城」の
研究は大きく進展しています。いろいろな事実が明らかになり、また「山城」によって戦国時代の歴史叙
述も可能になっています。
　戦国時代は見上げる高い山頂にある巨大な山城に象徴されます。生駒山地の北端、飯盛山はおおさか
のどこからでも見ることができます。この稜線上に飯盛山城が所在しています。信長以前に近畿を支配
し、「将軍を必要としない権力」を成立させた三好長慶が、居城とした飯盛山城は1560年代、日本の〈首
都〉とも評価される場所でした。飯盛山城・芥川山城に収斂されるおおさかの戦国時代の山城について
最新の成果をまとめます。
　特集では、①おおさかの中世山城の変遷、②中世史学からの解明、③飯盛山城のいろいろ、④調査が進
展して明らかになった城跡、⑤現在話題の城跡などのテーマを取りあげます。また、「山城を生かしたま
ちづくり」のための事例を紹介し、今後の山城の生かし方にふれたエッセイも掲載します。
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○特集ラインアップ（予定、敬称略）
【戦国おおさかの城跡】
　「烏帽子形城」 尾谷雅彦（河内長野市教育委員会）
　「私部城」 吉田知史（交野市教育委員会）
　「土丸・雨山城」 中岡　勝（歴史館いずみさの）
【エッセイ】
　「飯盛山城のふもとから」 浅野詠子（ジャーナリスト）
　「詩・山城」 金堀則夫（詩人）
　「烏帽子形城　秋の陣　地域住民に親しまれる山城を目指して」
 小林和美（河内長野市教育委員会）
　「三好山（芥川山城跡）まいり―神になった三好長慶―」
 西本幸嗣（高槻市立しろあと歴史館）
　「阿波とおおさかを結ぶ―勝瑞城館跡の活用を目指して―」
 重見髙博（徳島県藍住町教育委員会）
　「河内木綿と阿波の藍－三好長慶をめぐる地域の名品つくり－」
 中井由榮（河内木綿 はたおり工房 草香）

○その他、大阪府立大学教授・橋爪紳也氏による「対談」や、
イラストレーター・成瀬國晴氏へのインタビュー、ダイワボ
ウ相談役・武藤治太氏のエッセイなど、内容盛りだくさん。
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